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Abstract

'The writerhas succeededin making the trialmanufacture and commercial

productionofthelongpersistencecathodepraytubeshavingcascade(twoplayer)

､SCreen,COatedwithblue,emitting phosphorZnS‥Ag on the electron gun side

AndpersistantphosphorZnS･CdS:Cuontheglass face side of the且uorescent

lSCreenr Atpresent,type75ApB7(BA-75qA)cathode-rayrtubesaremainly being

manufactureedinlargequantitYWhosediameterofthe月山orescent screen=is75

mmandanodevoltageisl,5COV･Thisty･peOf cathode-ray tubesis equivalent

totheAmericantubeshavingP7screenusedforthepanoramicradars,.andits

罰uorescenceisblueandphosphorescence yellow･These tubes are particularlv

usefulwhereeitherextremelylow-Speed recurrentormedium-Speed non recur-

Tent phenomena are to be observed.

Inthepresent paper,the writerdeals with a few problemsinvoIvedin the

-manufacturing
processes and describes brieflYthe results of the measurement

togetherwith the electricalcharacteristics df the type 75A←B7(BAp75qA)

1Cathode--ray tube.

Healsopointsoutthatthistypeoflongpersistencecathode-raytubeswill丘nd

more and extensive applicationin various丘eldsin the future.

[Ⅰ]緒

残光性ブラウン管としては従来ZnS:Cu軍 螢光膜

を有するブラウン管を製作していたがこれよりも長い

光を有するものが各方面より要望され､これに麿じて

光膜の 子衝撃側に青色蛍光標ZnS‥Agを､硝子両側

に残光性螢光鮭ZnS･CdS‥Cuを二重i･こ塗布した積層

螢光膜残光性ブラウン管の試作に着手Lた｡最近これが

製品蜜用化に成功L､現在各種直

ている｡

塾測定者酎こ使用され

この種蔑光性螢光膜ほ米国のP7蛍光モ師こ柑質するも

のである｡P7螢光面は米国に放て戦時中襲 ⊥く 二

面で､例えば3JP7,5CP7-A,5UP7等はこの程度

光性ブラウン管である｡

日立製作所茂原工場

残光性ブラウン管は珪像堕蛍光捜を使用した線色護光

の弧即用ブラウン管に比しその製作上程々な粘で困難を

伴う｡真珠光螢光腔の 及びこれの塗布法がむづかし

く､また残光性硫化物螢光鰹は珪酸

安定なため管の製作

螢光鮭に比して不

程に於て劣化欒質し易い敏粘

あり､容易にこれが賓用化の挽こ しなかった｡

が

筆者等はこれらの困難を克服し先づ螢光膜直径75Ⅰ¶けn

揚極 堅1,500Vのものゝ賓用化に成功した｡こゝに

襲作上に於ける二三の問題とその謂特性について報告す

る次第である｡

[ⅠⅠ]残光性螢光面の特性(1)～(4)

米国のプラクソ管用螢光面としては戦苧初期に於ては

Plより P6に至る六種 光面がありこの内蔑光

性のものはZnS‥Cu螢光腔を使用Lた撃 螢光面P2
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一種顆だけであった｡P2螢光画ほ走査周波数1～10サ

イクルに適しているが冥後パ′ラマ式レーダー用ブラウ

ン管として更に い走査速匿の螢光面が要求され､これ

に適するものとしてP7螢光面が戦時中初めて製作され

た｡P7螢光面ほZnS:Ag螢光醍と ZnS･CdS:Cu

蛍光濃との二重塗布螢光面で0.1～5サイクルの い走

査速度をこ適した螢光面である｡

この螢光面に放ては電子ビ←ムほ党づZnS‥Ag蛍光

鮭を励起して青色光を出させ､この青色光で詫光性の

ZnS･CdS:Cu蛍光醍を励起させる｡この様iこ電子線

エネルギーを一度光のエネルギーに変えて残光を励起す

る万が直接残光性蟹光鮭を電子視で励起するよりも減衰

速度の い筏光が得られる｡第1囲はこの関係を京Lた

ものである｡又第2国及び第1表に夫々P7螢光面の

スペクトル分布及び特性を示す｡
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Fig.2 Emission Spectrum Of P7

Screen.

P7螢光面のZnS:Ag螢光醒としてほ1,000ロC以

上で焼成したβZnS:Ag が主として用いられている｡

節1表 P7蛍 光 面 の 特 性

Tablel Charac･こeristics of P7Screen.

組

色 調
螢 光

蓼光能率(CP/W)
6kV,1′`A/Cm2

ZnS(86)･CdS:Cu上に
βZnS:Ag

青 色

黄 色

2.4

減 衰 型 I t~れ

1% に減衰す迄の時間
(秒)

走査周波数(毎秒) 0.1-5

肉 眼 観 測
低速党反復現象及び過渡現
象観測用

備 考 l二重塗布螢光河レーダー用

βZnS:Agのスペクトル分布は10000C以下で焼成し.

たαZnS:Agに比して短攻長側にずれているので蟹

光は暗く筏光の明るい蛍光面が得られる｡第3囲は

比
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第3囲 βZnS:Ag及びZnS･CdS‥Cu螢光鰹の

婆輝及び吸収スぺク1､グレ

Fig･3 Emission and Absorption Spectra of

βZnS:Ag and ZnS.CdS:Cu Phosphors･

ZnS･CdS:Cu,ZnS:Ag爾蛍光鰹の讃輝ス■ベクトル

とZnS･CdS:Cu螢光鰹の吸収スペクトルとの関係を

示す｡即ち筏光性ZnS･CdS･Cuの吸収スペクトルほ紫

外硯部にある故これを励起するZnS‥Ag螢光腔として

はその顎輝スペクりレが短波長側にある βZnS:Ag の

方が適している渾である｡

[ⅠⅠⅠ]75A-B7(BAイ5-A)の電気的特性

聾者等が試作を完了して目下大量に製作を行っている

箆光性ブラウン管は主とLて75A-B7(BAR75-A)で
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ExternalDimentions and Bottom

View of Base Connection of75A-

B7(BA-75-A)･

舞5固｢75AqB7(BA-75-A)

型ブラウン管

Fig.5 Type75A-B7(BAN

75-A)Cathode-Ray

Tube.
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Fig.6 Characteristics of75AHB7

(BA-75-A).
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第7囲 75A-B7(BA→75-A)の偏向特性

Fig.7 Deflection Characteristics of

75A→B7(BA→75-A).
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第2表 75A-B7(BA-75-A)の 特 性

Table2 Characteris七ics of75A-B7(BA-∠5-A).

偏 向 感 度
(mm/V)

偏 向

仝･長
管球部 螢光膜;加熱繊條 陽極竃腰(Ⅴ) 梯 子

(Ⅴ/Cm)

ある｡このブラウン管は蛍光掟直饉 75mInのもので､

第二陽極電墜1,500V に於て動作し蛍光膜上に鮮鏡克

ぶ｡7虹牢垂直軸共殆んど偏向歪なく四枚の偏向

板端子が全部管外に出ている 偏向板を封 にして

使用することが可能でありこれにより映像の質を向上さ

せることができる｡又投光色調は青色で授光は黄色であ

る故通常なフィルタ㌧一の使用により残光のみを観測する

ことも可能である｡

第2表に75A-B7(BAq75-A)の特性を示L､第4

圃はその外形囲､第5国ほ寓眞を示す｡叉第6国､第7

固は各種特性測定 果の一例を示す｡

[ⅠⅤ]蛍光膜塗布

残光性ブラウン管の製作に於て問題となるのほ残光性

蛍光鮭ZnS･CdS:Cuと青色螢光鰹ZnS:Agとを二

重に塗布する方法である｡

一般に蛍光摸の塗布法には吹村法､硫黄法､沈澱法等

があり､硫化物 光鰹の塗布には従来は吹付法､硫黄法

が主として採用されてきたが最近はこの種螢光濃の塗布

にも沈澱澄が用いられている傾向がある｡筆者等も沈澱

法の利粘として(1)螢光膜のJ要さを任意に調節する

ことが容易であること(2)壁光腔の浪費が殆んどノな

いこと(3)塗布操作が容易で量産に適すること等を

考慮して沈澱法を採用することにした｡

暁光性蛍光膜の沈澱塗布は一般瓢湖用緑色蛍光摸の場

合に比して種々問題がある｡例えばガラス外管の 光面

部は完全な平面でなくその中矢部及び周遊部に於て攣曲

しており､残光性及び青色螢光電豊は相常に粒子が大きい

ため塗布両全面にわたって均一な厚さにすることが難か

しく特ミ･こ周遊部の攣曲による蛍光鮭の滑りを防止しなく

てはならない｡叉残光青色両壁光波を二重に塗布する故

膜厚が相嘗厚くなるがこの場合に於ても硝子面に封して

充分なる附帯力を持たせばならない｡

其他残光性螢光挨に於ては残光青色両壁光濃 が完全

に分離して二暦をなしていることが重要で例えば青色敏

光鮭が硝子面に露出していると.残光性螢光膜としての特

性を著しく低下せしめることになる｡一段に箆光性螢光

鮭ZnS･CdS‥Cuの粒度は青色螢光膣Zr)S:Agの粒

度より大きく､使用した両壁光鰹の粒皮分布を測定した

一例を示すと第8固の様になる｡即ち残光性蟹光瞭に使
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粒子の直墨(〟)
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礼子の直杢(〟)
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第8囲 ZnS.CdS:Cu,ZnSこAg螢光鰹の

度分布

Fig.8 ParticIe Size Distributions of ZnS.

CdS:Cu,ZnS:Ag Phosphors.

用する両壁光鰹は何れも緑色萎光の Zn2SiO｡:Mn蛍

光燈の粒定1～2′りこ比して著しく大きい｡

筆者 は最初の沈澱塗布珪に於ては雨蛍光鮭を同時に

懸濁液に混入沈澱せしめていたが､青色 光･竃豊の内粒圧

の大なるものが残光性蛍光経と同時に沈澱して硝子面倒

に頭出したり､残光性螢光琶豊の粒産のな小るものが

ZnS:Ag暦中に王昆入して完全な二重層を形成しない敏

があった｡俵てかゝる同時沈宝殿法を改良して先づ
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ZnS･CdS:Cu層を沈澱塗布しこの上にZnS:Ag

同様にして塗布することにより残光性螢光膜とLての性

華を向上させることができた｡

[Ⅴ]螢光膜のガス放出

残光性蛍光摸ほ普通のZn2SiO4:Ml】鯨邑蛍光膜

此してその厚さが厚く､結若潮等を使用する場合に麓て

ほそのガス放出が問題となる｡従って製作過程に於いて

ガス放出操作が不充分であると使用中の眞基度及び

放射の低下を来し管の薫命を著しく

る｡ 者等は賓 の管に於

出を測定し排気條件決窯の

流量計

摸光螢て

子

短縮することにな

の加熱によるガス放

料とした｡即ち第9圃の如

第9固

Fig.9

螢光膜のガス放机
､‥∴､∴

Apparatus for O11tMgaSSing

Test of Cascade Screen.

き排気装置によって流量計によるガス放出試験を行つ

た｡試料は75¢の外管に ZnS■CdS=Cu,ZnS:Ag

を沈澱法によって塗布した二重 で300gC,1hrの

墓中熱定理を行ったものである｡第10国にガス放出の
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Fig.10 0ut-gaSSing Characteristic

of Cascade Screen.
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測薫結果を示す｡即ち放出ガス竜は最初の30-40分間

迄は昇華であるが約1時間経過すれば僅少となることが

判る｡

[ⅤⅠ]螢 光 輝 度

痩光性ブラウン管は蔑光を観測するのが主目的である

か 螢のそら｢ としては箆光輝度が明るく蛍光輝度は却

って暗いことが望まい､｡又蔑光色調が蛍光色と異るこ

とも残像閑測用として必要な條件である｡二重塗布蔑光

性蛍光瞑はかゝる要求を充すものである｡

蛍光輝度の測定は 35×40m血2 の別の硝子製試料坂

上にブラウソ管の蛍光膜を塗布する方法と全く同じ方法

で南螢光膿を塗布し

を光
蛍
光
輝
度
(
光
電
流
山
)

子様によって刺乾した場合の輝度

管によって測定した｡測定結果を第l】圏に示す｡

一‖〃リ

第11固

Fig,11

積暦蛍光膜の陽極電屡-→蛍光輝壁年別塗

Variation of LuminescenceIntensity

of Cascade Screen with Anode

Voltage.

叉同一のZnS･CdS:Cu蛍光燈を用いた場合は洩

輝度はZnS:Ag螢光濃の蛍光輝度によって左石され

る｡使用した教程の ZnS:Ag の貨光輝度の測宕結果

の一例を第12国(次頁蓼照)に示す｡

完成せる個々の管についての蛍光輝度の測定は水平垂

直雨偏向板に夫々10kc鋸歯状吸及び50サイクル正弦

波を加えて2〉く2cIn2のラスターを措かせその明るさを

に よって言計ち蛍光輝度を測定Lている｡第】3囲

は75AhB7(BAq75-A)の第二陽極

輝度の関係の測定結果である｡

塾に封する

[ⅤⅠⅠ]残 光 輝 度

残光性ブラウン管の残光輝度は電子ビ㌧一ムの刺戦債件

即ち電子加速電嘩､

よって異る｡文一股i

光 間は使用目的ら

流､刺戦時聞及び 票占の大きさに

ン管に要求される蔑

よって決定されるものである｡
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第13固 75A-B7(BA-75-A)の第二陽極低歴

r螢光輝圧特性
Fig.13 Variation of LuminesenceIntensity

Of75A-B7(BA-75-A)with Anode

Voltage.

筆者等が製作した二重塗布膜の筏光特性を調べる

光輝度の測定の場合と同様ガラス試料板上に塗布した二

重塗布膜について電子線刺戟を行った場合の残光輝度の

測萱結果を第14圏に示す｡叉第15圏ほ第二陽極

を

匪

化した場合一定の残光輝度に減衰する迄の時間を測

馨しこの操光時間と

である｡

壁…との関係を求めたもの

文案際のブラウソ管についての環う巳の試験は次の條件
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Fig.15 Variation of Persistence Time of

Cascade Screenwith AnodeVoltage.

で行い明るい鏡像を得ることが出来た｡即ち75A-B∴ア

(BA-75-A)に放て院極電匪1,500Vにて格子 墜を加

滅して輝報を使用状態に調節L､時間軸掃引繰返し周波

数0.1～3サイクルの場合現象軸拐幅約50mmの波形-

を描かせその残光を観測して充分明るい筏像を得ること

が出来た｡

[ⅤⅠⅠⅠ]結 盲

米国のP7蛍光面を有するブラワン管に相督する

ZnS･CdS:Cu,ZnS:Agの積層蟹光膜倭光性ブラウ

ン管の試作に着手してより螢光膜関係､眞基度､電子放~

射､蛍光及残光輝度等に関する諸種の問題を解決しその･



光 性 ブ ラ ウ ン 管

~製作蜜月化に成功した｡

この種蔑光性ブラウン管は現在各方面の測定掛こ使用

されている｡例えば周波数攣調波の各側碍汲を直税する

調度計､筏響特性直硯装置､各種通信機器の特性直視

装置等iこ用いられ好評を博している｡積層数光降積光性

ブラウン管は出現後日簡凄く未だ普通の間渕用プラワン

管の如く多景の 要はないが､筏光性を巧に利用した各

種測定器用とLて今後各方面に益々その麿用範囲か閉塞

されてゆくものと予想している｡

終りtこ臨み太研究は日本改選協 技術研究所の技術的

指導を受け､木下部長､山下副部長､山田､赤木の諸氏

より絶えざる御鞭控と多くの示唆と直接の御指導を得て

遂行されたものである｡本報告の輝度測憧贈山田､赤木

両氏が行われたものであり矧こ放迭技折の関係者の方々

に厚く御蔭申上げる｡

叉木研究中種々御

中央研究所只野

誘､御協力､御教示を1臥､た日立

､森戸､小泉､伴野､江東の諸氏に

i梁謝する｡

常工場久保副工場長､宮城部長､橋本課長よりは絶え

第55春 日 立

8う3

ぎる御激励を頂いた｡本市常の蛍光膿筐度珊憧､ガス放

出試験､化軍分析は夫々雷課伊亀山､山本､小林の諸氏

が行われたものであり関係の皆様に厚く御越中上げる0

本研究は嘗課荒井氏の直接の御指導の下に行われたも

のであり研究中終始御激轍､
l

■l

を頂いた｡記して謝

意を表する次第でもる｡街検査課永島氏及び製作を

された曾良､石川の両氏に封し御祀申上げる｡
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特許第187674紙

この姿明は闇路の力率を

回韓蘭板の同韓数に埠換し

得るようになしたもので､

今三相回路A.B.Cのカ率

によって決定きれる特定の

時期に､放電管1を起動せ

しめ､この鮎火中積算1蛮力

計型計器2の電洗練輪3に､

電蘭を流通せしめオしば､そ

の電流の大きさは､三相回

路のカ率によって決定きれ

る｡従って電流位相角を β

とすれば､線輪3に洩れる

電流はβの函数f(β)とな

る｡

今匝枚4の駆動同韓力を

rlとし､三相回路の寵歴

力 率 遠 隔 測 定 装 置

l

C

2

両
l
｣]

J

茸用新案第374525既

園に於て1はクレーマーの直流

流=許､2は積算う宣力計型闇韓計

器で直流測定計器である｡本案は

この種計器に於て､交流電源のう芸

歴欒動の影響を除去し得るように

なしたもので､同韓固板3に制朝

島尾磁石4と､永久磁石5とを設

けこれらの弱きを交流電源の電歴

が定格伍のとき何 しく し茨:もの

である｡従って竃源竃厘が110パ

トセントとなると､電磁石の制動

力はその二乗の121パーセントと

北

回 韓 計 器

稔

を Ⅴ とすれば

ア1｡｡V2′(β)…･(1)

又囲板5の制動力を r2

とすれぼ

r2∞〟V2‥‥‥‥(2)

(1)､(2)式より

′(β)00山……‥(3)

従って､院政5の回韓数

を､公知の手段例えば､図

板の閻周に複数個の小孔を

明け､この小孔によって断

せしめられる光涼6より

の光線を､光電:管7に受け

て竃気的街流となすことに

より､容易にカ率の遠隔測

定が可能となるものである｡

(田 中)

柴

なり永久磁石との制動力の和は､

221パーセントとな町竃屡定格値

のときの制動力200パーセントよ

り110.5パトセントの二管加となり

電源竃上堅の樹加と略等しい｡同株

にして寵源電歴が90パーセント

に低下すると､制動力も 90.5ノヾ

トセントに低下する｡従って本案

によって電源電!墜の攣動による同

韓力の欒化を､制動力の欒化を以

て自動的に補 し得るのである｡

(田 ql)




